
運動会では、たくさんのご協力をありがとうございました。残念

ながら雨になりましたが、子どもたちはいつも以上の力を存分に

発揮していたように思います。また、転んで痛い思いをしながらも

勇敢に走りきった友だちをとおして、内側に秘めている力をたくさ

ん見ることのできた一日でした。

特に印象的だったのは、ある年中の男の子のこと。普段の練習

ではいつも１，２番を競っていたのですが、いつも以上に力が入って

いたのか、つまづいてしまうハプニングがありました。ゴールで受

けとめたときのその子の顔は、悔しさいっぱいの表情をしていまし

た。でも、その男の子は転んだことも、願っていた結果ではかった

ことも、決して言い訳したり涙したりすることはありませんでした。

結果はどうであれ、目に見えない成長がしっかりと育まれている

ことを確信した一瞬でした。つい結果ばかりを気にしたり評価して

しまいがちですが、行事に向かう過程の経験がなによりも子ども

たちの成長を支えているのだと思います。目に見える成長も喜び

ですが、それ以上に、内面の成長を見逃すことなく認めてあげる

ことを大切にしたいものです。

先日、巡回相談が行われ、歯科衛生士さんにお聞きしたお話で

す。お子さんたちは、ソフトクリームを食べた事がありますか？今

の子どもたちは、意外と一人でソフトクリームを食べる経験が少な

いようです。ソフトクリームは舌を存分に使わないと、上手に食べ

られません。口からぼたぼたこぼれて汚れてしまいます。それが

気になって、最近はお父さんお母さんが食べさせたり、すぐにティ

ッシュで口を拭いたりしてしまうことが多いのだそうです。昔は、

自分で拭いたり、舌を使って舐めることが普通だったのではない

でしょうか。 この何気ないことが、実は舌の運動にもなっており、

舌がしっかり働くことで自ずと言葉もはっきりしていくのだとか。

小学校の言葉の教室でもまず最初にやることは舌の訓練です。つ

いつい手を出したくなりますが、子どもの成長にも関わることだと

思えば、じっと見守るのも子育ての大切な方法だなと改めて思う

ことでした。機会があれば、ぜひお試しください。 森山
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１２月の行事予定

５日（木） もちつき大会

７日（土） クリスマス会

１１日（水） １２月生まれ誕生会

１７日（火） 絵本の会クリスマス公演

未定 消防サンタ

２０日（金） ２学期終園式

２８日（土） 御用納め・弁当日

１１月の行事予定

５日（火） 学校へ行こう！(年長児)

１２日（火） 11月誕生会
１３日（水） 牛見学

１５日（金） 役員会・弁当日

１６日（土） 入園説明会１１時～

未定 焼き芋パーティー

２２日（金） ふれあい遊び

２６日（火） 給食バイキング

２７日（水） クリスマス会予行・弁当日

令和２年度入園説明会
１１月１６日（土）11時より
１号入園願書受付開始
１２月２日（月）

ご紹介を宜しくお願いします！

２０１９年度 年主題〈イエス様とともに生きる～愛の交わりの中で〉
0･1･2歳児１１月主題 「ためす」 3･4･5歳児１１月主題 「共感する」
月のねがい 月のねがい

◎保育者と共に神様にありがとうと祈る(0)◎いろいろなことに興味を持ち試す ◎秋の実りの豊かさや美しさにふれ、神様に感謝する
◎木の実や落ち葉に触れ、深まりゆく秋を感じる(0) ◎友だちとアイディアを出し合ったり、イメージを共有しな
◎絵本の中のことばのくり返しを楽しむ(0) がら遊びこむようになる
◎神様からたくさんのものをいただいていることを感謝する ◎様々な人の働きに関心を持ち身近に感じる
◎友だちとの遊びの中で主張したり、思いをことばで伝える ◎好きな絵本やお話が伝わり、イメージが広がり友だち
◎遊びが深まり、興味をもったことをためしてみる と共感しながら過ごす

今月の聖句 「 わた したちは互いに愛し合いまし ょ う 。」 Ⅰ ﾖ ﾊ ﾈ ４:7

この度、月報での聖書の言葉を担当することになった池田基宣（もとのぶ）と申します。
旧基督幼稚園の卒園児、前理事長・池田公栄の次男で、兵庫県宝塚市にある「恵
みキリストの教会」にて牧師をしております。どうぞ宜しくお願い致します。
宮崎の幼稚園で働く姉から、最近興味深い話を聞きました。彼女が働く幼稚園で園

長先生が腰痛に苦しんでいました。それを知った子どもたちが、早く元気になるように、神さ
まに祈ったそうです。園長先生はとても感動し、一人の園児に「〇〇ちゃん、園長先生の
ために祈ってくれたんだってね」と声をかけました。すると、その子は「違うよ、皆で祈ったんだ
よ」と答えたというのです。園長先生の苦しみに思いやりを示し、子どもたちの中に共感が生
まれました。
そのような思いや行動はどこからくるのか。それは、各家庭の中にあります。愛されて育っ

た子どもは、愛するということはどういうことか、教えられなくても分かります。さらにさかのぼれ
ば、その愛は神さまから与えられたものです。「愛する者たち、互いに愛し合いましょう。愛は
神から出るもので、愛する者は皆、神から生まれ、神を知っているからです」（ヨハネの手紙
第一第４章７節）。 西之表基督教会協力牧師 池田基宣

心理士 木口屋恵子

パパ・ママを悩ませる子どもの第一反抗期。1 歳後半になると身体を思うように動かせ

るようになりあれもこれも「やりたい！」という自我が芽生える一方で、情動をコント

ロールする脳の前頭前野がまだ機能していないために、イヤイヤ行動になって現れると

言われています。この前頭前野が発達し始める 3 歳頃までをイヤイヤ期と言います。 

どんな行動があるのかのぞいてみましょう。 


